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「
観
光
か
らT

ourism
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
へ
」—

私
が

最
近
学
生
や
観
光
産
業
関
係
者
に
向
け
て
強
調
し
て
い

る
言
葉
で
あ
る
。
私
は
沖
縄
県
庁
職
員
の
立
場
か
ら
長

く
観
光
政
策
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
最
近
特
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
日
本
で
考
え
る
「
観
光
」
の
概
念
と
世
界

観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
規
定
す
る
「tourism
」

と
の
違
い
で
あ
る
。
日
本
へ
の
外
国
人
観
光
客
が
急
増

し
、
日
本
が
観
光
大
国
を
目
指
し
て
取
り
組
む
中
で
、

特
に
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
観
光
政
策
の
見
直
し
と

観
光
に
関
す
る
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

観
光
と
は
何
か
？

観
光
と
は
何
か
？
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
定
義
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
で
は
明
確
な
定
義
は
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
定
義
と
し
て
、「
自
由
時
間
に
お
け
る
日
常

生
活
圏
外
へ
の
移
動
を
と
も
な
っ
た
生
活
の
変
化
に
対

す
る
欲
求
か
ら
生
ず
る
一
連
の
行
動
」（
観
光
学
辞
典
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
一
般
的
な
理
解
と
し
て
は
、「
観

光
と
い
う
語
は
、
観
光
行
動
と
解
す
る
場
合
，
狭
い
意

人
親
戚
訪
問
や
宗
教
等
が
27
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
が
14

％
、
そ
の
他
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
以
外

の
旅
行
も
多
い
。
訪
日
外
国
人
の
目
的
で
も
約
２
割
は

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
。

沖
縄
観
光
政
策
の
歴
史

こ
こ
で
観
光
政
策
に
関
し
て
沖
縄
県
の
取
り
組
み
か

ら
考
え
て
み
た
い
。
観
光
政
策
は
、「
国
及
び
地
方
公
共

団
体
が
適
切
な
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
観
光
事
業
展
開
の
た
め
の
施
策
」
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

あ
る
。

沖
縄
県
で
は
戦
前
の
１
９
３
７
年
に
初
め
て
の
団
体

旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
大
阪
か
ら
６
泊
７
日
の
旅
は
日

本
本
土
と
は
異
な
る
自
然
風
景
や
文
化
的
特
徴
な
ど
が

評
判
を
呼
び
人
気
を
集
め
て
い
た
が
戦
争
の
影
響
で

１
９
４
１
年
に
は
中
断
さ
れ
た
。
島
嶼
地
域
で
農
業
や

製
造
業
振
興
に
大
き
な
期
待
が
持
て
な
い
沖
縄
県
に
お

い
て
、
観
光
産
業
振
興
に
か
け
る
期
待
は
大
き
な
も
の

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
戦
で
首
里
城
を
は
じ
め
殆
ど

味
で
は
、
他
国
、
他
地
域
の
風
景
、
風
俗
、
文
物
等
を

見
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
、
広
い
意
味
で
は
、

観
光
旅
行
と
ほ
ぼ
同
義
で
、
楽
し
み
を
目
的
と
す
る
旅

行
一
般
を
指
す
」（
世
界
大
百
科
事
典
）
の
方
が
分
か
り

や
す
い
。

一
方
、tourism

（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
つ
い
て
も
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
が
、「
継
続
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
あ
る
い
は
そ
の
他
の
目
的

で
、
日
常
の
生
活
圏
の
外
に
旅
行
し
た
り
、
ま
た
滞
在

し
た
り
す
る
人
々
の
活
動
を
指
し
、
訪
問
地
で
報
酬
を

得
る
活
動
を
行
う
こ
と
と
関
連
し
な
い
諸
活
動
と
定
義

さ
れ
る
」（
２
０
０
０
年
国
連
総
会
）
は
明
白
な
定
義
で

あ
る
。
研
究
者
間
で
は
「
観
光
とtourism

」
の
定
義

の
違
い
は
明
白
か
も
知
れ
な
い
が
、
観
光
事
業
者
や
行

政
関
係
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
違
い
を
議
論
す
る
こ
と

は
殆
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
観
光
と
い
え
ば
レ
ジ

ャ
ー
と
い
う
考
え
が
中
心
で
そ
の
他
の
目
的
に
対
す
る

関
心
は
ま
だ
低
い
の
で
は
な
い
か
。

世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
調
べ
で
は
国
際

旅
行
客
の
旅
行
目
的
と
し
て
は
レ
ジ
ャ
ー
が
53
％
、
知

新
た
な
視
点
で
の
観
光
政
策
研
究
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の
伝
統
的
建
造
物
や
紅
型
や
泡
盛
に
代
表
さ
れ
る
伝
統

産
業
の
拠
点
な
ど
の
観
光
資
源
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ

れ
た
。
戦
後
の
沖
縄
観
光
の
復
活
は
、
沖
縄
を
占
領
し

て
い
る
米
軍
基
地
の
兵
隊
に
対
し
て
沖
縄
戦
で
焼
け
残
っ

た
文
化
財
を
案
内
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後

は
慰
霊
目
的
の
旅
行
者
に
対
し
て
戦
跡
地
の
案
内
が
中

心
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
沖
縄
は
米
軍
占
領
下
に
あ
り
、
日

本
と
は
異
な
る
統
治
シ
ス
テ
ム
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
基

地
経
済
の
な
か
で
観
光
政
策
へ
の
取
り
組
み
は
遅
れ
た
。

観
光
政
策
の
現
場
か
ら

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
観
光
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な

政
策
は
１
９
７
５
年
に
開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
国
際
海
洋

博
覧
会
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
沖
縄

観
光
は
「
青
い
海　

青
い
空
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
建
設
、
首
里
城
の
復
元
や
美
ら
海
水
族
館

な
ど
の
観
光
施
設
の
増
加
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
沖

縄
の
音
楽
、食
、芸
能
な
ど
の
評
価
が
高
ま
り
、今
は
「
癒

し
の
島
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
広
が
っ
て
き
た
。

私
は
１
９
９
４
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
の
約
20
年

間
に
沖
縄
県
の
観
光
政
策
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
観
光
危
機
管
理
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
、
観
光
人
材
育
成
、
島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

国
際
観
光
戦
略
「Be.Okinaw

a

」
構
築
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
振

興
策
の
６
政
策
で
あ
る
。

中
で
も
観
光
危
機
管
理
と
島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
特
に
重
要
な
政
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
観
光

危
機
管
理
は
、
２
０
０
１
年
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
の
影
響
に
よ
る
修
学
旅
行
の
大
幅
な
落
ち
込
み
を
契

機
に
取
り
組
ん
だ
政
策
で
、
迅
速
な
情
報
収
集
と
正
確

な
情
報
発
信
、
関
係
者
間
の
連
携
体
制
、
風
評
被
害
対

策
な
ど
が
中
心
と
な
っ
た
。
現
在
沖
縄
県
で
は
「
沖
縄

県
観
光
危
機
管
理
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
外

部
環
境
変
化
に
弱
い
観
光
の
特
徴
と
島
嶼
地
域
と
い
う

沖
縄
県
の
状
況
に
応
じ
た
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１
９
９
７
年
か
ら
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
観
光
政
策
関
係
者
に
よ
る
国
際
会

議
で
、
沖
縄
県
、
韓
国
済
州
島
、
中
国
海
南
島
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
バ
リ
島
の
４
地
域
か
ら
始
ま
っ
た
。

現
在
参
加
地
域
は
タ
イ
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
や
ス
リ
ラ
ン

カ
南
部
州
な
ど
も
加
わ
り
、
島
嶼
地
域
に
お
け
る
多
様

な
観
光
政
策
課
題
に
関
し
て
共
同
声
明
を
発
表
し
て
い

る
。
２
０
１
２
年
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
危
機
管
理
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
私
は
開
催
地
と

し
て
全
体
討
議
の
総
括
を
担
当
し
た
が
、
観
光
危
機
の

要
因
に
つ
い
て
議
論
が
白
熱
し
、
一
部
地
域
の
反
対
も

あ
っ
て
「
自
然
災
害
」
の
み
を
対
象
と
し
た
議
論
に
な

っ
た
。
本
来
、
観
光
危
機
の
要
因
は
「
人
的
要
因
」
を

含
め
多
様
で
あ
る
が
、
参
加
国
担
当
者
間
で
微
妙
な
駆

け
引
き
が
あ
り
国
際
会
議
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
～tourism
の
視
点
で

日
本
が
観
光
立
国
そ
し
て
観
光
大
国
へ
の
道
を
歩
む

た
め
に
は
、
観
光
政
策
関
係
者
が
観
光
の
持
つ
領
域
を

tourism

の
視
点
に
立
ち
、
政
策
の
範
囲
を
レ
ジ
ャ
ー
目

的
観
光
客
誘
致
主
体
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
や
そ
の
他
の
目
的

旅
行
者
ま
で
広
げ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
特
に
地

方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
と
い
っ

た
従
来
の
観
光
資
源
開
発
に
加
え
、「
地
方
都
市
」
の
魅

力
を
増
す
た
め
の
政
策
が
重
要
に
な
る
。
近
年
全
国
的

に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
施

設
整
備
と
同
時
に
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
活
用
に
よ

る
情
報
発
信
な
ど
従
来
の
観
光
政
策
に
加
え
都
市
政
策

や
科
学
技
術
政
策
な
ど
と
連
動
し
た
幅
広
い
取
り
組
み

が
重
要
に
な
る
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
先
を
見

据
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
思
考
力
を
強
化
し
、
政
策
範

囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
観
光
政
策
研
究
者

の
一
人
と
し
て
、
日
本
の
観
光
政
策
が
さ
ら
に
多
様
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（

し
も
じ　

よ
し
ろ
う
）
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